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第48図 縄文時代晩期の出土石器 (1)
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第49図 縄文時代晩期の出土石器 (2)
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楔形石器（第51図 177-179) 

177は安山岩， 178は水晶， 179は上牛鼻産黒曜石を素材とするもので，縦長の素材を使用したも

のである。 177,178は表裏面ともに上下からの剥離面がみられ，潰れ痕も認められる。

二次加工のある剥片（第51図 180) 

180は上牛鼻産安山岩を使用し，風化面の多い剥片である。表面にノッチ状の加工を施されてい

る。

使用痕剥片（第51図 181) 

181はチャートを使川し，右側縁と下部に微細剥離がみられる。また，鋭い剥片の先端部に使用

痕が確認できる。

石斧（第52図 182-185) 

使川されている素材は182,183は頁岩， 184は砂岩， 185は蛇紋岩である。 183-185は磨製石斧で

あり， 183,184は裏面より器形調整のための剥離を加えており，表面に研磨がみらる。 185は全体

的に研磨が施されているが，基部のみであり刃部は折損している。 182は局部磨製石斧であり， T

寧な敲打による整形をしたあと，部分的刃部周辺に研磨を施している。
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第51図 縄文時代晩期の出土石器 (4)

65 



182 
く

こ

こ

こ
185 

゜
10cm 

第52図 縄文時代晩期の出土石器 (5)

礫器（第52図 186, 第53図 187~190, 第54図 191~192) 

礫器は 7点出土し，すべて両面に自然面を残し，素材は安山岩が使用されている。 186~190は表

面の下部に剥離を施し，刃部を形成している。 187,188は表面の両側縁から丁寧に剥離を施してい

る。 190の刃部は欠損されたものである。 191,192は両面から剥離を施し， 191は急角度の刃部を形

成している。

磨石・敲石（第54図 193~195, 第55図 196~201) 

193~201は磨石もしくは敲石であり，使用されている素材は安山岩である。 193は扁平な亜円礫

を， 194,195は楕円形の礫を使用したものである。 193~195は両面に磨面があり， 194,195には側

面に敲打痕が認められている。 196~199は側面に敲打痕と磨面が確認された。 200,201は方形の礫

であり，磨面が平坦面を形成するまで使用されている。
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第53図 縄文時代晩期の出土石器 (6)

石皿（第56図 202~205, 第57図 206) 

202~206は石皿であり，素材は安山岩である。大型の礫を使用し'.nn.部がなめらかな平坦になっ

ている。 204,205は細かく割れて出土した。 202,203は裏面も作業面として使川しなめらかな面に

なっている。
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第54図 縄文時代晩期の出土石器 (7)
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第55図 縄文時代晩期の出土石器 (8)
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第9表 縄文時代晩期の石器観察表(1)

挿図 遺物
出士区 層 遺物名 石材

長さ 幅 厚さ 重さ
注記番号 備考

番号 番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

144 C-17 ma 石鏃 上牛鼻産黒曜石 1.50 (1.32) 0.27 0.38 3060 

145 B-17 Illa 石鏃 三船産黒曜石 2.23 1.50 0.45 1.28 3121 

146 C-16 皿a 石鏃 安 山 石山 (1.92) 1.38 0.42 〇.82 3191 
第
147 B-14 皿a 石鏃 至 髄 2.35 1.88 0.70 2.72 2369 

48 
図 148 D-12 Illa 石鏃 チャート (1.90) 1.62 0.53 0.88 3551 

149 F-18 Illa 石鏃 砂 石山 (1.53) (1.52) 0.28 0.42 1034 

150 G-19 皿a 石鏃 鉄 石 英 (1.39) 1.44 0.32 0.51 1139 

151 C-15 Illa 石鏃 西九州黒曜石 (1.18) 1.52 0.37 0.53 1391 
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第

48
図

第

49
図

50
図

51
図

52図

第

図 194 C-8 ma 磨石 安山岩 8.56 6.34 4.57 360.00 18 

195 C-9 ma 磨石 安山岩 10.64 8.46 4.25 530.00 4045 

196 G-19 m 磨石 安山岩 8.89 9.17 5.86 680.00 1197 

197 C-9 皿a 磨石 安山岩 6.05 5.19 4.78 190.00 4037 
第 198 G-18 皿a 磨石 安山岩 11.52 8.29 5.40 590.00 1104 
55 
199 G-18 皿a 磨石 安山岩 6.32 6.37 4.40 230.00 1092 

図
200 E-18 皿a 磨石 安山岩 8.90 8.26 6.22 530.00 1022 

201 D-15 皿a 磨石 安山岩 11.12 9.52 4.62 700.00 1790 

202 B-11 皿a 石皿 安山岩 26.60 25.90 8.60 7800.00 3874 
第 203 F-18 ma 石皿 安山岩 30.80 24.80 6.50 6400.00 1132 
56 
204 A-11 ma 石皿 安山岩 16.00 ll.40 4.05 570.00 3950 

図
205 B-14 ma 石皿 安山岩 11.10 9.40 3.50 1070.00 2516 

第57図 206 D-11 ma 石皿 安山岩 44.50 30.10 10.80 19600.00 4929 
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3点，不明の上器1

4号掘立柱建物跡（第62図）

D-13区で検出され， 2間X 2間の広さである。主軸はほぽ東西である。梁間柱間が平均で3.78m,

している。 も る っしいない。

桁行間が3.85mとほとんど差がなく，正方形の建物である。柱穴は平均で長径が， 31.13cm,短径が

27.0cm, 深さは32.25cmである。掘り方は楕円形から円形のものまである。遺物は， p5から黒色士

器Aが 1点，黒色土器Bが1点，上師器が1点出土している。全て小破片であり，図化は行わなか

った。
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第59図 1号掘立柱建物跡

PB 
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第11表 1号掘立柱建物跡観察表

柱穴（単位： cm) 柱穴 梁間柱間
柱穴番号

桁間柱間 桁行間
柱穴 番号 (m) (m) (m) 
番号
長径 短径 深さ（細深） P1~3 3.15 P3~4 1.60 

1 30 26 48 4~10 3.20 4~5 1.55 4.55 

2 26 24 48(60) 5~9 3.25 5~6 1.46 

3 28 24 30 6~8 3.15 8~9 1.74 

4 40 30 42 ＼ ＼ 9~10 1.45 4.70 

5 32 28 45 ヽ ＼ 1~10 1.58 

6 26 24 34 平均 3.19 ＼ 1.56 4.63 

7 30 27 47 

8 38 32 28 (56) ， 34 30 50 

10 28 26 40 (70) 

平均 31.20 27.10 42.29 
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第60図 2号掘立柱建物跡

第12表 2号掘立柱建物跡観察表

L=47.80m 

゜
2m 

柱穴（単位： cm) 柱穴 梁間柱間
柱穴番号

桁間柱間 桁行間
柱穴 番号 (m) (m) (m) 
番号
長径 短径 深さ（細深） P1~8 3.10 P1~2 1.70 

1 40 32 72 
棟部

2-7 3.18 2-3 1.80 5.00 

2 38 26 70 3~6 312 3~4 1 54 

3 30 27 64 4-5 3.16 5-6 1.80 

4 46 28 70 ＼ ＼ 6-7 1 62 5.10 

5 43 32 74 ＼ ＼ 7~8 1.70 

6 42 33 60 平均 ＼ 314 ＼ 1 69 5.05 

7 43 23 70 
庇部
P9~10 1.60 

8 28 24 60 10-11 0.90 ， 22 20 40 

10 31 29 42 

11 26 20 20 

12 29 24 50 

平均 34.83 26 50 57.67 
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第61図 3号掘立柱建物跡

第13表 3号掘立柱建物跡観察表

柱穴（単位： cm) 柱穴 梁間柱問
柱穴番号

桁間柱問 桁行間
柱穴 番号 (m) (m) (m) 
番号
長径 短径 深さ（細深） P1~9 3.85 P1~2 2.00 

1 31 26 53 2~8 3.90 2~3 2.00 5.86 

2 26 21 54 3~7 4.00 3~4 1.90 

3 32 27 60 4~6 3.95 6~7 1.90 

4 26 24 60 ＼ ＼ 7~8 1.80 5.66 

5 38 26 38 ヽ ＼ 8~9 2.00 

6 35 30 48 平均 3.93 ＼ 1.93 5.76 

7 31 27 48 

8 42 32 49 ， 33 27 40 (45) 
10 40 26 34 

平均 33.40 26.60 49.33 
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第62図 4号掘立柱建物跡

第14表 4号掘立柱建物跡観察表

柱穴（単位： cm) 柱穴 梁間柱間
柱穴番号

桁間柱間 桁行間
柱穴 番号 (m) (m) (m) 
番号
長径 短径 深さ（細深） P1~3 3.90 P3~4 1.90 

3.80 
1 26 22 ， 2~4 3.80 4~5 1.90 

2 30 27 44 5~7 3.65 7~8 1.90 
3.90 

3 42 36 30 ＼ ＼ 1~8 2.00 

4 29 28 31 平均 3.78 ＼ 1.93 3.85 

5 32 24 40 

6 33 29 40 

7 31 28 32 

8 26 22 32 

平均 31.13 27.0 32.25 
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5号掘立柱建物跡（第63図）

A-13区で検出され， 2間X 3間の広さである。主軸はほぽ東西である。梁間柱間が平均で4.04m,

桁行間が4.88mである。柱穴の規模は，平均で長径が21.20cm,短径が18.40cm,深さは20cmである。

ほかの 4棟に比べて規模が小さい。遣物は確認されなかった。
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第15表 5号掘立柱建物跡観察表

柱穴（単位： cm) 柱穴 梁間柱問
柱穴番号

桁間柱問 桁行間
柱穴 番号 (m) (m) (m) 
番号
長径 短径 深さ（細深） P1~9 3.95 P1~2 1.6 

1 22 20 30 2~8 4.05 2~3 1.7 4.86 

2 17 16 24 3~7 4.06 3~4 1.55 

3 23 19 19 4~6 4.1 6~7 1.6 

4 18 16 14 ＼ ＼ 7~8 1.6 4.9 

5 26 23 28 ヽ ＼ 8~9 1.75 

6 21 17 21 平均 4.04 ＼ 1.63 4.88 

7 18 16 19 

8 20 16 12 ， 23 21 20 

10 24 20 13 

平均 21.20 18.40 20.0 
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② 竪穴建物跡（第64-68図）

古代から中戦のものと思われる竪穴建物跡が4基検出された。平成12年度に調査した遺跡の東部

に集中する。いずれも検出面は掘立柱建物跡と同様に皿a層上面である。

1号竪穴建物跡（第64図）

本遺構はC•D-7·8 区に検出した。平面形は方形を成し，規模は1.72mx 1.58m, 深さは約25

cmある。 p1は径が18cmで深さが12cmと浅いが，削平を受けたためと思われる。 p2は径が26cmで，

深さは30cmであった。中央部には暗褐色の焼士が確認された。床面には炭化物の混入した暗褐色士

が5cm程堆積している。西側は壁面から床面に向かってなだらかに傾斜しており，硬化面が確認さ

れた。また，北側に張り出し部が確認された。遺物は，士師器が1点と須恵器が1点出士したが，

図化は行っていない。

2号竪穴建物跡（第65図）

本遺構はE-6区に検出した。平面形は隅丸方形であり，規模は2.8mx 2.75m, 深さは約50cmで

ある。壁面沿いに柱穴と思われるピットが6個確認できる。いずれも径は25cm前後で，深さは25cm

から52cmのものまで様々である。南側には張り出し部が確認された。南側の墜面に段状の造作がみ

られることから，出入り口の可能性が考えられる。埋士は，褐色士を中心に様々な層が認められる。

掘り込みの士であるアカホヤ火山灰をブロック状に含み，炭化物が混入している。床面VI層（暗黄

褐色上）まで掘り込まれており，硬化が認められる。遺物は，人頭大の礫が5点ほど出土した。他

には，石鏃が1点，土師器の破片や粘土塊も数点出土している。
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アカホャパミス L=47.90m 

2号竪穴建物跡士層注記

① 暗褐色土

② 褐色土・アカホヤパミス含・暗褐色土

③ 褐色土

④ 黄褐色土（アカホヤ2次プロック）

⑤ 
褐色土（ややしまっている）

・黄褐色土多い（アカホヤ2次）

⑥ 褐色土・黄褐色土少ない（アカホヤ2次）

⑦ 褐色土

⑧ 暗褐色土

⑨ 黒褐色土

⑩ 褐色士

⑪ 暗褐色土・褐色土・黄褐色土

D 

炭化物

｀釘三↓ 

L=47.90m 

>
゜第65図 2号竪穴建物跡

1m 
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3号竪穴建物跡（第67図）

本遺構は， D-9区で検出した。平面形は方形を成し，規模は2.8mX2.2m,深さは，約45cmで

ある。壁に沿って， 7個の柱穴が確認できる。径は25cm前後で，深さは約20~40cmのものまである。

中央付近に焼士らしきものがあり，炭を含んだ士がみられた。炉があった可能性が考えられる。

また，本遺構に隣接して， D・E~8区にば焼上を伴う 3号上坑が検出されている。本遺構と何

らかの関連性が考えられるがはっきりしない。埋士は主に明褐色士で，炭やアカホヤを含んでいる。

表面近くには，一部に黒緑色士がみられた。また， p4には明茶褐色士が斜めに流れ込んでいる

ことから，北東側からの堆積が考えられる。遺物としては，中央付近に礫が4点出土している。

本遺構は柱穴により中世の遺構と思われる。遺構内遺物は士師器や須恵器があり，その内 3点を

図化した。

3号竪穴建物内出土遺物（第66図 207-209) 

遺物は，中央の床面直上から礫が4点出士した。他には士師器や，須恵器が出士している。以下

説明を行う。 207は士師器婉の底部である。高台虹径は6.&m,器高は2.0cmである。調整は表裏ともに，

ナデである。色調は内面がにぶい橙，外面は浅黄である。 208も上師器婉の底部である。高台直径

は6.6cm,器高は2.5cmである。高台は「ハ」字状に広がるものであるが，欠損がH立つ。調整は表

裏ともに，ナデである。色調は表裏ともに，にぶい黄橙色である。焼成は良い。 209は須恵器の胴

部である。出上した 4点の内， 1点を図化した。外面は格子叩き，内面は条痕状の当て具痕が施さ

れている。色調は内面が黄灰色，外面は褐色をしている。焼成は良い。

三
207 ~ ー209 

゜
10cm 

第66図 3号竪穴建物跡出土遺物

冒
色調 燒 調整

(cm) I (cm) (cm) 外面 内面成外面 内面

6.8 2.0 浅 黄にぶい橙良ナ デナ デ

良ナ デナ デ

褐 I黄 灰I良格子叩き条痕状の当て月痕

備考
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4号竪穴建物跡（第68図）

本遺構はE-9区に検出した。平面形は長方形を成し，規模は2.25mx 1.84m, 深さは約25cmで

ある。陛に沿って， 10個の柱穴が確認できた。径は10~16cm,深さは20cm前後のものが主であるが，

34cmのものもある。埋士は黒緑褐色士と茶褐色士からなり，粘質はそれほど強くない。一部に淡茶

褐色上やアカホヤパミスが含まれる。また，埋土中にはいくつかの樹痕が見られる。遺物は土師器

甕の口縁部片が1点出士している。そのほかに， P6, P 7付近には礫が集中している。これは柱

穴に柱を立てる際に，支えとして使用した可能性が考えられる。
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第68図 4号竪穴建物跡
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③ 落とし穴（第69,-..;71図）

本遺跡で検出された上坑の内，底面に施設としての小穴が確認できるものを落とし穴とした。計

3基が検出されており，それらの分布は集中していない。 3基とも主軸が東西であるという特徴が

ある。

1号落とし穴（第69図）

本遺構はA-10区から検出された。全調壺区で最も標高の低い場所に位置する。平面形は楕円

形を星し，壁面は虹線的である。長軸の最大長は 2mで，床面までの深さは約1.2mである。底

面には逆茂木と考えられる小穴が5本確認された。小穴の直径は5~ 8 cm, 深さは20~36cmである。

2号落とし穴（第70図）

本遺構はC-17区で検出した。調査区の西端に位置し，周辺にこの時期の遺構は見られない。平

面形は楕円形を呈し，断面は僅かに傾斜している。長軸の最大長は1.7mで，床面までの深さは85

cmである。底面には小穴が4本確認された。小穴の径は， 10~15cm,深さは35~40cmである。出士

遺物は，上牛鼻産の黒曜石製剥片が3点出士した。

3号落とし穴（第71図）

本遺構はC-12区で検出した。調究区の中央に位置しており，近隣に 3号・ 4号掘立柱建物跡が

所在している。これらの遺構は，本遺構と同じく東西を主軸としている。長軸の最大長は 2mで，

床面までの深さは95cmである。遺構のほぼ中央，深さ約40cmにおいて貝殻が集中して検出された。

小穴は4本確認できる。小穴の径は約10cm,深さは25~40cmである。埋土は淡黒緑色土に黄褐色の

シラスが僅かに混じっている。下部ほどシラスが多く混ざり，大変軟らかい。
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第69図 1号落とし穴
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④ 土坑（第72......,74図）

古代から中戦のものと思われる土坑が3基検出された。いずれも検出面はIlla層上面である。

1号土坑（第72図）

本遺構は， D-11区で検出された。平面形は楕円形を星し，長径x短径は113cmx 80cm, 深さは

約24cmである。中央部には炭化物の集中地域が見られ，礫が集中していた。埋土は 3つの層から成る。

上部の大半を占める黒茶色士は粘質があり，炭化物が確認された。 210は口径20.4cmに復元できる

士師器の甕の口縁部である。内外面ともに横方向のハケ日調整が施してある。色調は内外面ともに

灰黄褐色であり，焼成は良い。古代のものである。

2号土坑（第73図）

本遺構は， D-6区で検出された。平面形はほぼ円形を星する。長径x短径は約107cmx 90cmで

あるが，深さは約16cmと浅い。上坑の中央にあるピットの深さは，約47cmであった。このピットは

埋士から新しく掘られたものと考えられる。また，士坑の中には浅い窪みが多数見られたが，樹痕

もしくは，後世の撹乱ではないかと思われるため図化しなかった。埋士は 2つの層から成り，柱穴

の暗褐色上と上坑の黄褐色土に分かれる。遺物は出土していない。

t) 乙

゜
10cm 

L
1
1
 4
8
.
9
0
ヨ

L=48.90m 

O 50cm 

第72図 1号土坑

挿図1遺物
番号番号
I種類 I器種 部位 1リ餌憶叫器高

-- {_―'(cm) 
色調

外面 ＇ 
燒
成

調整ュケ 備考
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第73図 2号土坑

3号土坑（第74図）

本遺構は， D・E-8区で検出した。この士坑は焼士を伴い，長径x短径が150cmx 85cm, 深さ20

cmに及ぶ。楕円形を呈し，表面は赤色である。埋士は赤色士，黒色士，黄色士の 3つに分類される。

8~9冊紀のものと思われる。

3号土坑内出土遺物（第75図 211 rv219) 

13点の士師器が出士した。 211は婉の口縁部である。外面はナデにより，若干の稜がみられる。

口縁部にいくに従って器墜が薄くなる。色調は内外面ともに，にぶい黄橙色である。焼成は良い。

212~214は甕の口縁部である。 212の胎土には，軽石が含まれる。外面にはハケH調整が施され，

煤が付着している。 213は口径30cmに復元されるもので，大型の甕である。外面はハケ日，内面は

横方向のケズリが施してある。 214は復元口径24cmあるもので，断面に粘士の繋ぎ目が見られる。

215は胎土に長石が含まれる。内面は粗いケズリ調整が施されている。 216~219は甕の胴部である。

216は図の 3点が接合されたものである。内面はケズリ，外面にはナデが施され，煤が付着している。

217は図の 2点が接合されたものである。断面に粘士の繋ぎHが見られる。 218は図の 2点が接合さ

れたものである。外面は破損が甚だしい。 219は胎士に 2mm大の軽石を含んでいる。

焼土域（第76図）

焼士 1の規模は長径x短径が55cmX35cmになり，深さは約 6cmである。埋士は赤褐色士と黄褐色

士の 2層からなる。礫が1点出士した。同じく焼士2の規模は， 20cmX10cmで楕円形を呈す。この

土坑も規模は小さいが，焼土を伴うものである。
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第74図 3号土坑

第18表 3号土坑出土遺物観察表

挿図 遺物
種類 器種 出土区

層位
部位
口径 底径 器高 色調 燒 調整

備考
番号 番号 遺構 (cm) (cm) (cm) 外面 内面 成 外面 内面

211 土師器 塊 D•E-8 3号土坑 口縁部 12.2 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 ナ デナ デ

212 土師器 甕 D•E-8 3号土坑 口縁部 褐 灰 にぶい黄橙 良 ハケ目 ナ デ煤付着（口）

213 土師器 甕 D•E-8 3号土坑 口縁部 30 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 ナ デナ デ

第 214 土師器 甕 D•E-8 3号土坑 口縁部 24 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 ケズリ後ナデ ナ デ

75 215 土師器 甕 D•E-8 3号土坑 胴部 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 ケズリ後ナデ ケズリ

図 216 土師器 甕 D•E-8 3号土坑 胴部 にぶい黄橙 黄 橙 良 ナ デケズリ

217 士師器 甕 D・E-8 3号士坑 胴部 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 ナ デヘラケズリ

218 土師器 甕 D•E-8 3号土坑 胴部 黒 褐 にぶい黄橙 良 ナ デケズリ 風化（外面）

219 土師器 甕 D•E-8 3号土坑 胴部 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 ケズリ ケズリ
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その他の遺構内遺物（第77図 220-224) 

都合上遺構の図化を行わなかったので，その他の遺構として遺物のみここで示す。

土師器ー坪（第77図 220) 

220はD-11区の焼士の一括層から出士した杯である。口径は12cmである。調整は内外面ともに

ハケメが観察できる。

土師器一高台付皿（第77図 221) 

221はD-12区の士坑から出士した士師器の高台付皿と思われる。高台径は 8cmを測る。胎士に

長石が確認できる。

黒色土器A―婉（第77図 222, 223) 

222, 223は黒色士器Aに分類されるもので，内黒士師器と呼ばれるものである。ともに内外面には，

ミガキが施してある。 222はD-13区のピット 8から出上したものである。 223はD-13区のピット

9から出士したもので，高台径は11cmある。 2点とも焼成は良い。

龍泉窯青磁ー碗（第77図 224) 

224はD-14区のピットから出上した龍泉窯の青磁碗である。器形は体部から口縁部にかけてや

や内弯し，全体的に開くものである。外面に鏑蓮弁文を有し，口縁部では二重に施されている。弁

の中央は稜を有するものである。胎士は緻密で，全体にオリーブ灰色の釉がかかる。口径は15.3cm

ある。 III類に比定され， 13世紀のものである。

ロニ賃~ ~21 

こごこ ~d. 
O 10cm 

O 5cm 

第77図 古代～中世の出土遺物 (1)

第19表 その他の遺構内遺物観察表
挿図 遺物

種類 器種 出土区
層位

部位
口径 底径 器高 色調

番号 番号 遺構 (cm) (cm) (cm) 外面 内面

220 土師器 杯 D-11 焼土一括 口縁部 12.0 にぶい黄橙 にぶい黄橙

第 221 土師器 高台付皿 D-12 土 坑底部 8.0 淡 黄 淡 黄

77 222 内黒士師器 坑 D-13 PS 胴部 にぶい黄橙 黒

図 223 内黒土師器 婉 D-14 pg 底部 11 4.8 灰 黄 黒

224 龍泉欝・育磁 碗 D-14 Pl 口縁部 15.3 灰白（胎土） オリープ灰（釉薬）

91 

燒 調整
備考

成 外面 内面

良 Jヽ ケハ ケ

良 ナ デナ デ

良 ミガキ ミガキ 黒色土器A

良 ミガキ ミガキ 黒色土器A

良 疇弁文（外）
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してある。胎上は内外ともに，灰色を呈す。 13枇紀後半のものである。

捏鉢．擢鉢（第79図 248'°'J250) 

248は捏鉢である。内面には条痕が斜線状に施してある。色調は内外面ともに，灰色である。 13

世紀のものである。 249,250は内面にクシ状の条線が見られる揺鉢の一部である。一部のみの出士

であるため，全体器形は明らかではない。 250は2層の粘士で形成されていることが，断面よりわ

かる。器壁は底部より胴部が厚く，斜め上方へ開くが，底部の器形は明らかではない。ともに14憔

紀のものである。
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第79図 古代～中世の出土遺物 (3)

磁器（第81図 251,...,268) 

全調壺区から103点の磁器が出士した。主に白磁，青磁，青花に分けられる。これらは，表士層

から一括して採取したものが多い。それらについては第80図に示した。図からA~E-7 ~14区に

集中して出上しているのがわかる。ここでは18点を図化した。それぞれの項で器種，形態ごとに説

明する。なお，分類ができるものについては，大宰府陶磁器分類に基づいて分類を行なった。

白磁（第81図 251,...,256) 

中惟の白磁を 5点図化した。どれも中国産の輸人磁器である。 251,252は闘南沿海窯系の皿である。

251は口はげ口縁であり， 13世紀のものである。 252は至縁口縁であり， 12~13世紀のものである。

N-2類にあたる。 253は閾江上流域のもので， 16冊紀の皿である。 254は中国産の白磁皿で，口縁

部は口はげである。外面は，胴部から底部にかけて釉垂れが見られる。 255は同安窯の皿である。

青磁であるが， 1II1は1点のみであるためここで記した。口縁部に釉垂れが見られる。 256は闘江上

流域のもので， 15批紀の高台付皿である。

青磁（第81図 257,...,261) 

青磁は，主に全調査区から龍泉窯青磁が54点出土し， 5点を図化した。

龍泉窯青磁（第81図 257,...,261) 

257の口縁部は内面に劃花文を有する碗で， 12世紀前半のものである。釉は灰オリーブで，胎士

は緻密である。 258,259は外面に鏑蓮弁文を有する碗で，弁の中心は稜を星する。共に13枇紀のも

のである。 258の碗はやや端反りのある口縁部であり， 11I類にあたる。 259は胎上が緻密である。明

緑灰色の施釉が厚く，僅かに気泡が混じる。 260は丸小1II1である。都合上ここで示す。外面に鏑蓮

弁文を有するもので， 14枇紀のものである。 261は，外面に線劃蓮弁を有する15冊紀の碗である。 III. 

w類にあたる。
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第80図 中世の磁器出土分布 (0の中の数字は出土点数）
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（底）

ケニ

誓胃鍔 器種

"""部蘇縁紺位祁謡祁

出土区 胎土 露胎
燒 口径 底径
成

25] 固南泊海窯系白磁 皿 表＾括灰白 灰 白 11唇付近 良 14.2 11はげ11緑

252 閲南沿海窯系白磁 Jill A 12 屯括 灰白 灰 白 無 良 13.8 玉縁口縁

253 関江上流域白磁 皿 B-11 一話 灰白 灰 白 11緑部下位以下 良 8,6 

254 巾国産 白磁 !Ill 旦～ B-12 一括 灰 白明緑灰 口唇〗底部付近 良 5.6 2.8 nはげn縁
255 同安窯。青磁 皿 n~ C-11 括^ 灰白＼小空洞あり） 灰オリ プ 無 良 5.6 

256 固江卜＾流域白磁 高台付皿 底 表土層括 灰 白灰 白底部付近 良 3.6 

257 龍泉窯• 吉磁 碗 ロ D-13 表土層一括 黄 灰 灰オリ プ 無 良 12 劃花文（内）

258 龍呆窯・青磁 碗 ロ 表括 灰 白灰オリ プ 無 良 12 鏑蓮弁文（外）

259 龍泉窯 肖磁 碗 胴 D-4 ma 灰 白明緑灰 無 良 鏑蓮弁文（外）

80 260 龍泉窯・青磁 丸小皿 n 表1培括 灰白（砂粒汎） オリ ブ灰 無 良 9.2 2.1 鏑蓮弁文（外）

図 261 龍泉窯・青磁 碗 口縁部 D-8 II 灰 白灰オリーブ 無 良 15.4 線劃蓮弁文（外）

262 景徳鎮・ 青花 碗 口縁部 C-16 一括 灰 白灰 白 無 良 11 蓮子碗

263 景徳鎮・ 青花 碗 底 部 G-19 一括 灰 白明青灰 無 良 52 3.7 蓮子碗

264 最徳鎮・ 青花 Jill 口縁部 C-11 一括 灰 白明緑灰 無 良 22 

265 景徳鎮・青花 Jill 底 部一 灰 白灰 白 無 良 碁笥底

266 景徳鎮・青花 FILL 底 部 B-7 一括 灰白（やや粗） 明オリーブ灰 無 良 5 碁笥底・芭蕉文（外）

267 樟州窯• 青花 碗 底 部 E-18 一括 灰 白灰 白 無 良 7.2 蓮子碗

268 樟州窯• 青花 FILL 底 部 C-14 一括 灰白（やや粗） 灰 白 無 良 4 0.7 碁笥底・見込みに寿の文字

269 堆渦 口縁部一 表土層一括 灰 オリーブ黒 無 良 9.4 3.9 外面が溶解
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金属製品（第82図 270-273) 

金属製品は4点を図化した。 270,271は鉄製の鍋である。断面図からわずかに弯曲しているのが

わかる。 272は鉄製の釘である。厚い錆に覆われ，全体形は不明である。 273は椀形鉄滓である。表

面は凹凸を成し，丸みを帯びている面が底部にあたる。木炭痕があり，煤が確認された。至る所に

気泡が見られる。この他に，銅滓が1点出上したので図版に示した（図版19)。直径は 2cm程で，

表面は緑青に覆われている。

こ 270
:_::: ―ニこ 271

~ 
こむ 272

で

｀
 
,i-

—~~~-<S­
ロロ273 I-

第82図 古代～中世の出土遺物 (5) ゜
5cm 

第22表 古代～中世の出土遺物観察表(3)(金属製品）
挿図 遺物

器種 出土区 層 材質 部位
全長 最大幅 原さ 重最

備考
番号 番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

第
270 鍋 D-8 II 鉄 胴部 5.7 4.2 1.1 43.07 

271 鍋 F-7 皿a 鉄 胴部 0.5 35.55 
82 

釘 鉄
図
272 G-18 皿a 4.3 2.3 2.2 13.17 

273 椀形鉄滓 E-10 ma 鉄 4.9 3.8 2.9 47.69 煤付済
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れは削平されたためと考えられる。ピット内には礎石がある。古銭は礎石の下部から出士した。用

途は明らかではないが，地鎮の可能性も考えられる。埋土は黒緑褐色上である。
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@ 

L=48.45m 

25cm 

第84図礎石と古銭を伴うピット

(2) 遺物

全調査区において多くの近枇陶磁器が出士した。近世薩摩焼が主である。多くは表士層で検出さ

れたため，一括して取り上げた。ここでは14点を示す。

近世陶磁器（第86図 274"'v285) 

白磁一碗・猪口（第86図 274, 275, 279) 

274, 275は波佐見焼の白磁碗である。総釉の見込みを蛇の目釉剥ぎしている。 17世紀代のものと

思われる。 279は肥前系平佐焼の猪口である。 19世紀のものである。

陶器一碗・蓋（第86図 276"'v278, 280) 

276は龍門司焼で，陶製の碗である。畳付と高台内面が無釉である。 277は内野山系陶器の碗であ

る。蓮子碗と呼ばれるもので，外面には銅緑釉が施されている。 N-2類に分類され， 17世紀のも

のである。 278は京都産の陶器である。碗と思われるが，定かではない。外面は明黄褐色の釉に覆

われ，赤絵が施されている。 280は薩摩焼の蓋である。

播鉢（第86図 281 "'v284) 

281~284は揺鉢である。 281は備前焼である。口縁部はやや外反する。口縁部付近は内面に条線

が見られ，下部の方にわずかに，竪痕が確認できる。外面には釉垂れがある。 282・283は薩摩焼の

揺鉢である。 282の口縁部は外縁帯が逆L字状に張り出している。 283の口縁部は垂直に立ち上がる。

外面は中部以下から露胎を星する。 284は胴部で，内面には粗い櫛Hが 7条 1単位で入っている。

羽釜・ 土瓶蓋・ 土瓶（第86図 285"'v287) 

285は薩摩焼の羽釜である。 286は堂平窯系の蓋である。外面天井部にボタン型のつまみが付くも

のである。土瓶類に用いられていたと考えられる。 19冊紀のものである。同じく287も上瓶である。

脚が付いていたかは不明である。 19世紀のものである。
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第23表近世の出土遺物観察表（陶磁器）

挿屈 遺物
種類 器種 部位 出土区

層位
胎土

釉
露胎

燒 口径 底径 器高
備考

番号 番号 遺構 （薬） 成 (cm) (cm) (cm) 

274 波佐見焼・白磁 碗 底部 12T 一括 灰白（砂粒混） 灰 白 無 良 5.1 見込みは蛇のH釉剥ぎ

275 波佐見焼・白磁 碗 胴部 表土一括 灰白（砂粒混） 灰 白 無 良 4 見込みは蛇の目釉剥ぎ

276 龍門司焼・陶器 碗 底部 表土一括 灰 灰 白畳付～高台内 良 4.2 1.8 二彩

第
277 内野山系陶器 碗 底部 14T 一括 灰 黄 赤 灰 高台付近 良 4.4 銅緑釉（外）

278 京都産・陶器 口縁部 B-7•8 浅 黄 明黄褐 無 良 10.6 赤色絵（外）

279 肥前系平佐焼・白磁 猪口 口縁部 表土一括 灰 白灰 白 無 良 5 
85 
280 薩 摩 焼 蓋 口縁部 D-11 一括 灰 オリーブ黒 無 良 38 

281 備 前 焼 推鉢 口縁部 D-11 一括 赤 黒 褐 無 良 32 条線

図 282 薩 摩 焼 捕鉢 口縁部 ABC-15・16 一括 灰 黒 褐 無 良

283 薩 摩 焼 揺鉢 口縁部 表土一括 褐 灰 灰黄褐 口縁部下位以下 良

284 陶 器揺鉢 胴部 14T 一括 にぶい黄 明赤褐 無 良

285 薩 摩 焼 羽釜 胴部 D-13 一括 灰 黒 褐 無 良

286 薩 摩 焼 土瓶蓋 口縁部 表土一括 赤 褐 黒 褐 無 良 6.8 2.1 

287 薩 摩 焼 土瓶 口縁部 D-16・17 一括 橙 赤 褐 無 良 6.2 

第7節近・現代の調査

銭貨（第87図）

表士中から 3点の銭貨が出士した。 288は大正時代の 1銭の銭貨である。表面に「大日本大正10

年」とかかれている。 289,290は昭和時代の 1円の銭貨である。 289は，錆による劣化で文字の判

別が困難であった。 290は昭和24年製であることが確認できた。

289 290 

゜
5cm 

第87図近現代の出土遺物

白
闘
砂
第

86
図

器種

貨一貨一貨

出土区 層 材質 部位
全長 最大幅 厚さ
(cm) (cm) (cm) 

D-18 一括 青銅 2.3 1.0 

B-13 一括 青銅 2.0 1.1 

C 12 皿a 青銅 2.0 1.0 

重量
備考(g) 

3.50 1銭・大正10年製

2.77 1円・昭和時代

2.68 1円・昭和24年製
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第8節調査のまとめ

本遺跡は，旧石器時代の第I文化層（ナイフ形石器文化期），第II文化層（細石刃文化期），縄文

時代早期，中期・後期，晩期，古代～中世，近世，近・現代など幅広い年代の複合遺跡である。以下，

明確になったことや課題等について各時代ごとにまとめていきたい。

1 旧石器時代

(1) 第I文化層（ナイフ形石器文化）の調査

本時代はナイフ形石器，台形石器や， VI層から出土した遺物を基準として一括した。ブロックが

1基確認されたが，遺跡全体の総出士数としては少量である。ブロック内のフレークや剥片石器類

等の石材の割合をみると，比較的近距離である。薩摩川内市樋脇町の上牛鼻産の黒曜石が約 7割を

占め，ついで鹿児島市吉野町の三船産の黒曜石が約 1割を占める。

(2) 第II文化層（細石刃文化期）の調査

第I1文化層も礫群 1基が確認されたが，出士遺物は少量である。石器群の石材の割合をみると第

I文化層同様，上牛鼻産の黒曜石が半分以上を占めているが，桑ノ木津留産，針尾産，日東産の黒

曜石がみられ，県内原産地及び近隣の石材が増えたことが伺える。

2 縄文時代

縄文時代の土器は， I類~JX類土器と縄文時代晩期の土器に分類される。 I類からVII類は早期の

士器で， VIII類は中期， lX類は後期の士器である。

(1) 縄文時代早期の調査

I類土器は，口縁部から胴部にかけて貝殻復縁による横方向の条痕文が施され胴部は中央下より

無文であることから早期中葉の中原式士器に比定できる。 II類士器は胴部に貝殻条痕を意識したも

のであると考えられることから条痕文土器である。 1II類土器は器面調整や器形等から縄文時代早期

中葉の山形押型文土器， W類土器は楕円押型文土器， v類土器は撚糸文土器， VI類土器は塞ノ神式

士器， VII類は平棺式士器である。第88図の縄文時代早期の出士点数の割合から I類士器の中原式士器，

II類土器の条痕文上器， 1II類土器の山形押型文土器， W類土器の楕円押型文土器が全体の約88%で

あり早期前葉及び中葉の土器である。さら

に分布状況からみても E-9区に集石遺構

が検出され，近隣のD-9区北部に楕円押

型文士器，中原式士器等が集中して出士し

ている。また，この周辺の調在区からは，

後に述べる古代から中世の掘立柱建物跡

や竪穴建物跡の遺構や士師器，須恵器等

の遺物が多数発見されていることから，生

活の選地が同一であることが想定される。

VI類（塞ノ神式）

v類（燃糸文） 3.6% 
6.6% 

w類（楕円押型文）
20.8% 

m類（山形押型文）
15.2% 

（総点数197点）

I類（中原式）
25.9% 

II類（条痕文）
26.4% 

第88図 縄文時代早期の土器出土点数の割合
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ともな

う関東御家人の下向を指摘している。そして，皮革製品などの加上作業を行う

資を保管する「穴蔵」としての機能を挙げる（堂込1999)。本遺跡では，遺構の用途を具体的に実

証することはできなかった。しかし，科学分析の結果から， 2号竪穴建物跡から採取した炭化物が

AD1250-1300年の値を示し，鎌倉時代中期～後期に相当する可能性があることがわかった。これ

は関東御家人が九州に下向した時期と一致する。本遺跡の 4基にみられる特徴をまとめると次のよ

うになるので，おおむね県内出土の竪穴建物と同じ様相を持つといえよう。

① 同時期と考えられる掘立柱建物跡と併存して検出される。

② 深さは20-50cmで，一辺が2-3mであり小規模である。

③ 床面の中央付近に炭化物の集中域がある。
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馬塚松遺跡 I南さつま市金鋒 I中世 I 竪穴状造構 11基 I・土師器 ・円形を呈する

袢i白渭跡 大崎町 1古代～中世I 竪穴建物跡 1基 I
・多量の軽石

•土師器
・正方形を呈する
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竪穴建物跡 21基
•土師器・東播系須恵器・滑石 ・円形を呈する

14世紀末 製品・青磁・白磁ほか 1. 藍帯溝あり(5)(10) 

し

し‘

る。

よっ

巾報(20)1997 

町報〈3)2001 

県報(28)1983 

セ将(68)2004 

本報告書

セ報(129)2008

県報〈57)1991 

町報(11)2000

刊

セ報(121)200B

セ報(120)2007

セ報(97)2006 

セ報(97)2006 

セ報(66)2003 

町報(2)2005 

と表現し

が，閾とは今の福建省辺りを指す

言葉である。第89図には福建省周

辺の窯と港湾の位置図を示した。

この地域周辺に代表的な窯が集中

することが理解されよう。

12・13世紀の1II1が2点と， 15・

益畑遺跡 I 鹿屋市串良 I 13世紀末 I竪穴遺構

領家西遺跡 I 鹿屋市 I 中世 I 竪穴遺構

:: ::~ ぎ器青；師：の!~~=1:::言；）~~部あり(2) : 町報二005

16枇紀の皿が2点出士した。他に ※備考欄の（）の数字は遺構番号を表す

第25表 県内竪穴建物跡検出遺跡一覧表
は，伺安窯青磁の1II1は1点のみの
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2004『上野城跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調介報告書(68)

2005『大島遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(80)

2005『京田遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(81)

2005『柳原遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(94)

2006『尾ヶ原遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(98)

2006『市ノ原遣跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書(105)

2007『前山遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調杏報告書(ll5)

108 



放射性炭素年代測定結果報告書

(AMS測定）

（株）加速器分析研究所

(1) 遺跡の位置

霜月田遺跡は，鹿児島県薩摩川内市都町6701-1他（北緯31°36''東経130°19')に所在

する。

(2) 測定のH的

遺構の年代を明らかにする。

(3) 測定対象試料

C-8区のピット内 (P29)から出士した炭化材 (1: IAAA-70702) , C-8区のピット内 (P34)か

ら出土した炭化材(2:IAAA-70703), E-6区の 2号竪穴建物跡から出上した炭化材(3:IAAA-

70704) , C -12区の 2号と落し穴から出士した貝殻(4:IAAA-70705) , 合計4点である。

(4) 化学処理工程

1) 炭化材の化学処理

① メス・ピンセットを使い，根・士等の表面的な不純物を取り除く。

② AAA (Acid Alkali Acid)処理。酸処理，アルカリ処理，酸処理により内面的な不純物を取

り除く。最初の酸処理では INの塩酸 (80℃)を用いて数時間処理する。その後，超純水で中性

になるまで希釈する。アルカリ処理では0.001-1Nの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃)を用

いて数時間処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩

酸 (80℃)を用いて I (Q) . 

数時間処理した後，

超純水で中性になる

まで希釈し， 90℃で

乾燥する。希釈の際

には，遠心分離機を

使用する。

③ 試料を酸化銅 1g 

と共に石英管に詰め，

真空下で封じ切り，

5て~~二二二゚ 0℃ J>
④ 液体窒素とエタ

ノール・ドライアイ

゜

◎

〇

◎
 

゜
◎ 

C-8 C-71 
1号掘立柱建物跡1。[ 

◎ 

］ 
◎ -0-
。⑤
P34 

◎ ° 
゜

P29 
@ (0 

炭化物が出土したピット位置

D-7 

D 

O 1m 

I I I 
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4) r5 I3Cの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが， AMS測定の場合に同時に測定される 6

I3Cの値を用いることもある。

() I3C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差（％。；パーミル）で表した。

o 14C= [ (14As -14AR) /14AR] x 1000 (1) 

0 13C= [ (13 As -13 APDB) /13 APDB] X 1000 (2) 
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△ 14cある

ように計算さ

pM より， e
 

゜
T = -8033 x In [ (△ 

= -8033 x In (pMC/100) 

5) 14C年代値と誤差は， 1桁目を四捨五入して10年単位で表示される。

6)較正暦年代の計算では， IntCal04データベース (Reimeret al 2004) を用い， OxCalv3.10

較正プログラム (BronkRansey 1995 Bronk Ransey 2001 Bronk Ramsey, van der Plicht and 

Weninger2001)を使用した。

111 



(1 : 

(2 : 

土

E
 

-3 

っ

と

し， な

き、， を

る。

1977 Radiocarbon 19魯355-363

, 425-430 

2001 Radiocarbon 13 

J. B. 2001 

Radioc;1rbon 13 (2A) , 381-389 

et al. 乙UU4lntしalU4terrestnal radlocarbon age 

Radiocarbon 46, 1029-1058 

'11!. 沢 CodeNo. 料 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-70702 試料採取場所鹿児烏県薩摩JII払rrli都町6701-1 Libby Age (yrBP) 930 30 

他霜月出遺跡 炉C(%り、（加速器）＝ー27.02 0.58 

試料形態」炭化物 △•℃（知） ~-1⑮ .2 31 

試料名（番号）， 1 pMC(%) ~89"08 .c 0"31 

炉C(協） ~-112,9 2,9 

炉［：の補正無し pMC(%) 総。71~0。29

#1824-1 Age (yrBPJ 960 + 30 

lAAA-70703 叶如如,,.,'" ., 鹿児島県薩摩川内rli都町6701-1 Libby AgパyrllP) 760工 10 

他霜月田遺跡 炉C(協）、〈加速器）ー 2J.56土 0邸

料形 炭化物 △℃（知） -90.3土 31

試料名（番サ） 2 pMC(%) 00.97士 0.31

炉C(知） -87.6~2.9 

（参考） 炉Cの補正無し pMC(%) ~91.24 土 0.29

#1824-2 Age (yrBP) 740土 30 

IAAA-70704 試料採取場所鹿児島県薩摩川内市都町6701-1 Libby Age (yr BP) 720± 40 

他霜月田遺跡 炉C(協）、（加速器）＝ー30.02土 0.77 

試料形態．炭化物 △1℃ (%.,) ~-85.7 土 4.8

試料名（番号） ,3 pMC(%) ~91.43 土 0.48

炉C(協） ~-95.l 土 4.6

（参考） 炉Cの補正無し pMC(%) = 90.49土 0.46

#1824-3 Age (yrBP) 800± 40 

IAAA-70705 試料採取場所．鹿児島県薩摩川内市都町6701-1 Libby Age (yr BP) . 680土 30 

他霜月田遺跡 炉C(協）、（加速器）＝ー7.98土 0.84 

試料形態貝殻 △1℃ (%a) = -80.6土 3.6

試料名（番号） 4 pMC(%) = 91.94±0.36 

炉C(知） = -48.2±3.3 

（参考） 炉Cの補正無し pMC(%) = 95.18±0.33 

#1824-4 Age (yrBP) 400± 30 

7')¥匁
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図版1 霜月田遺跡出土炭化材の顕微鏡写真
1 : コジイ (No.2 C -8区遺構内 2) 2 : ナナカマド属 (No.I C -8区遺構内 1)
c: 横断面， R:放射断面， T:接線断面，スケールは0.1mm
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原遺跡
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13日まで
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日61日間，

センター

セン

センター

セン

セン

トし

平成14年度（発掘調査）

事業主体者 国士交通省九州地方整備局鹿児島国道工事事務所

調査責任者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調査責任者 鹿児島県立埋蔵文化財センター 所 長井上明文

117 



セ

センター

セン

セン

ノ

ノ

17日

13日

センター

センター

3
 

118 



3 調査の経緯（日誌抄）

平成12年度確認調査

本調壺に入る前に，平成12年12月4Bから12月7Bまで確認調査を行った。その際， 7つのトレ

ンチを設定して確認調査を実施した。

調査区は，標高50mのシラス台地状に位置し，調究区のほぽ中央部に約 2mの段差がある。この

西側を上段部，東側を下段部として上段部に 4か所，下段部に 3か所のトレンチを設定して発掘調

査を行った。その結果，下段部に設定した第5・6・7トレンチは表士の下がシラス層で遺物包含

層は確認できなかったが，第5トレンチからは遺構が確認できなかった。上段部に設定した第1・2・

3・4トレンチからは遺物が出士し，第 1・2トレンチからは遺構が確認できた。

第 1トレンチは，幅2mX長さ30mのトレンチを設定した。遺構としては，近枇の溝状遺構を，

遺物は変形撚糸文を施した手向山式上器が確認できた。 Illa層（アカホヤ）以下の残存を確認した。

第2トレンチは幅2mX8mのトレンチを設定した。遺構としては近世の溝状遺構を確認でき，山

形押型文士器が出士し， Illa層（アカホヤ）以下の残存を確認した。第 3トレンチは，幅 2mX長

さ6mのトレンチを設定した。遺構は確認できなかったが，遺物は，変形撚糸文を施した手向山式

士器が確認できた。 Illa層（アカホヤ）以下の残存を確認した。第 4トレンチは，幅 2mX長さ 4

mのトレンチを設定した。変形撚糸文を施した手向山式士器が出士した。第 5トレンチは幅 2mX

長さ16mのトレンチを設定した。遺構としては，溝状遺構を確認した。

三
10 9 8 7t 

(
 

第1図 トレンチ配置図

O 20m 

I I I I I I I I I I I 
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り17日ま
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15日
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ること R
 

。
る。

となる。 V層上面逍構検出作業及び地形実測を行う。 C•D-9 区秀 E­

トレンチ掘りをし，シラス上血までを掘り下げる。 E-8・9区上坑掘り， E

道跡の平面実測をする。 B•C-8 区表士剥ぎを行い， C-8 区からは埋納士器（須恵器）が出士

する。埋納土器の遠景写真の撮影及び実測を行う。そのまま，シラス上面まで掘り下げる。 E-4

~10区の士層断面図を作成する。須恵器・集石の断面実測，須恵器取り上げ，遺構内の撤収作業を

行い，すべての発掘調査を終了する。

整理・報告書作成

平成19年度に整理作業と石器実測委託，報告書作成を行った。

整理作業従事者：坂口裕子，新田洋美，田中周子，徳重貴子，久長律子
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4 発掘調査の概要

(1) 発掘調査の方法

発掘調企は，測量基準は，都公民館の敷地内にある水準点(17.766m)を基準とし，道路幅杭No.E

-8054とE-8053を結ぶ線を基準に東から西に 1・2・3……列，南から北へA・B・C……列と

して， lOmXlOm区画（グリッド）を設定した。調在区は，標高約50mのシラス台地にあり，調査

区のほぼ中央に約 2mの段差がある。この段差を上段部，東側を下段部• 最下段部として調壺を行

った。発掘調究は，当初は未買収地があったため，そこを除いた調在区の伐採，重機による表土の

除去を行い，時代ごとに調査し，発掘調壺完了と同時に国士交通省へ引き渡した。

(2) 遺跡の層序

本遺跡の基本的な層序を柱状模式図で示す。

II b層 濃賠灰色腐植土である。層厚は10~60cmあった。

近世，主に江戸時代の遺物包含層である。

皿a層 黄褐色士をした，約64,000年前に噴出したアカホヤ

火山灰の二次堆積層である。層厚は， 8 ~35cmあった。

古代・中世の遺物包含層である。

皿b層 黄橙色パミスで，皿a層下部にあるアカホヤの軽石

層である。南九州を中心に厚く堆積している火山灰で

ある。鬼界カルデラの爆発による幸屋火砕流によって

形成された層である。遠くは朝鮮半島南部から関東地

方でも確認される超広域火山灰である。南九州最大級

の火山爆発で形成された火山灰層である。

w 層 暗黄褐色でやや硬質な上層で，層原は， 12~20cm

あった。縄文時代早期の遺物位含層であり，本遺跡を

表士

II a層

II b層

III a層

珊層

第2回柱状模式図

特徴づける文化層の一つである。 シラス 角礫混明黄白色砂質土。

v 層 暗褐色土をしており，遺跡全域に安定して堆積して 入戸火砕流（シラス），

いる。サツマ火山灰層で，約11,000年前に桜島の形成

の時期に形成された層である。噴出源は桜島である。

層厚は， 20~40cmあった。

ATと表示される。遺

跡の基盤層。

VI 層 暗黄白色士で，遺跡全域に安定して堆積している。 ※P=パミス＝軽石

層厚は， 8 ~30cmあった。 桜島の噴出物はP-1は証3年）

V11 層 シラス。姶良Tn火山灰の噴出物であり，入戸火砕 を基準に，新しいものから順に

流とも言われ，約24,000年前に姶良カルデラから噴出 番号を付している。薩摩火山灰は，

した火山灰である。 P -14とよんでいる。
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① C-8区西側土層断面図

C-8 
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D-8 ② D-8区西側土層断面図 D-BIC-8 

47.4m 

b
 

E-8 ③ E-8区西側土層断面図

東部の下段部，北西部の上段部に分かれている。

具体的に最下段部は， A~B-2~6区で，

段部はB-2~8区， C-5~8区の一部，上段

部は， c-1 ~ 4区， D-1~4,E-1~3, E-
4の一部に分かれる。

本遺跡の一番標高の高い上段部のE-9 ~10区
第3図土層断面図 (1)

では，層が良好の状態で残っていた。しかし， E~

D-8区ではイモ穴等で若干削平をうけていた。また， Y字状に農道が人りこんでいるD-5~7

区では耕作のためW層までが削平されたことにより縄文時代早期以後の遺構・遺物が確認できなか

った。

下段• 最下段部は，さらに削平が著し<'VII層で中枇の溝状遺構とともに近代のイモ穴の痕跡が

確認された。また，近世の土坑が検出された。遺物もほとんど確認されなかった。 E-1区， E,

D-2~4区については，シラス採掘業者の重機による掘り込み，攪乱が確認されるなど，近・

現代に耕地を造成するためにN層まで削平をうけたものと考えられる。また，最下部についても，

溝状遺構を 1条確認し，人工的に山の斜面を削平をした痕跡を確認した。溝状遺構の中から中冊の

土師器が確認できたので中憔に削平を受けたものと考えられる。また，表上の下にVII層を確認した

ので最下部での発掘を終了した。

縄文時代阜期から古代・中冊の長い期間にわたり本遺跡の位置づけを理解する上で非常に参考に

なるのは， D•E-8·9 区， C-8 区， E-10区， F-11区である。
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IE-10 ① E-10区北側土眉断面図
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E-101 E-9 

② E-9・10区北側土眉断面図

• 竺ロロ
E-9 IE-8 

③ E-8• 9区北側土眉断面図

48.4m y 

E-8IE-7 

I
-
』

48.4m 
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ヘ
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⑤ C-7区北側土暦断面図
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O 1m 
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合 46.8m
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C-6 

V 

可一 VI 
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⑦ C-5•6区北側土暦断面図

c-slc-s 

46.Sm V 

ニ---—ぶV一訂―-—-—---—-—-―
⑧ C-5区北側土暦断面図

竺

~~ 二三二二竺
⑨ C-5区北側土暦断面図

_V__ c-s y 

46.Sm 468m 
- V -
一
VI 

~~---== 
VII 第 4図土層断面図 (2)
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第7図
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縄文時代早期の遺構は，士坑が3基，集石が1基検出されたが，主に， C~E-8・9に集中し

ている。

遺物は，士坑の周辺で検出されている。縄文時代早期の山形押型文士器や変形撚糸文士器を例に

とれば， E•F-7·8 区を中心に F-7•8 区， E -7 ~10区， D-8•9 区に分布している

のが「第8図」で理解できるであろう。

集石は，谷部付近の崖の上で士坑2から約20m離れた場所に位置していた。

他の調査区では，縄文時代早期の包含層がほとんど確認できなかった。この時代の多くの遺物や

遺構は，現在に至るまで，壊され消失したものと思われる。
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第9図 縄文時代早期の土坑及び集石遺構

集石遺構（第9図）

集石遺構は調査区の南端で，一基検出された。拳大の石が10個ほど散在した状態で，掘り込み

等は検出されなかった。この集石の東側は，後世に削平あるいは崩落の痕跡があることから，集石

の中心は検出された集石の東側に存在していた可能性もある。

土坑（第9図）

土坑は，上器や石器が出上した場所に近い部分で 3基検出された。上坑 1は長径60cm・ 短径42cm

の不定形をしたもので，深さ16cmで擢鉢状を呈し床面は平坦である。士坑2は，長径65cm・短径29

cmで深さ約13cmの不整形な掘り込みである。士坑 3は，長径55cm・ 短径37cmで深さ約15cmの不定形

をしている。
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12~ 

る。幅は大きいが芳「凹凸が浅い。 12は他の 2つに比べ凹と凸が不明瞭である。内血の調整に

ついては， 13では横位のケズリが施されている。また， 14は指頭圧痕を上方へ引き上げた痕跡が

確認される。

15~17は，山形押型の凹凸も明瞭に観察され，山形の幅も大きい。 16の外側は，山形押型文が重

複することにより，ほぼ平坦な面が3面観察できる。屈曲部は粘士の都合上，下部の器壁が薄くな

っている。厚い面と薄い面への境界を調整するため加圧したものと考えられる。 17は土器片の中央

部にわずかながら屈曲部が確認できる。また外面の施文は，押型文が摩耗．剥離しているためわず

かながら押型文が確認できる。
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第11図 縄文時代早期の11ー 1類土器 (2)

18は器壁が極端に源く，文様は密で

小さく，凹凸も浅い。

19の外面の施文は山形押型の凹凸も

明瞭に観察され，山形の幅も大きいが

一部剥離が観察される。内面の調整は

ケズリの痕跡が確認できる。

20は底部である。若干上げ底になっ

ており接地面間際まで山形押型文が確認できる。

21・22の外側の押型は， 4条の格子文が斜位に，格子の中には縦位9条の直線の文様が施され，

山形文と菱形文両者の特徴を併せ持つものである。 21は，左側口縁部から1.5cmあたりから 1cm 

程度の押型文の重なり， 22は口縁部の左右に押型文の重なりが観察される。

また， 21は約4cm幅の円筒形の棒に文様を刻み，縦位に転がして施文されたものと推察される。

口唇部には押型は施されていない。内側は，丁寧なナデで調整されているが， 22は指頭圧痕が多

数観察される。この 2つの上器片は，別個体であるものの，施文具が同一のものであることから同

時期に製作されたものと考えられる。

II -2類土器（第12図～第14図）

変形撚糸文で器面の調整を施す土器である。出土した78点中33点を図化した。

23・25~48は同一個体と考えられる。 23・24は口縁部。 26~29は胴部の屈曲部， 30~40は口縁部

～屈曲部，上位から中位の部分。 41~48は屈曲部から底部の中位から下位の部分と考えられる。外

面の施文的特徴については，口縁部から底部まで縦位に施文をしており，口縁部の外面及び内面は

無文である。調整の特徴については，内面は左から右へのエ具によるケズリが観察できる。底部付

近から口縁部に向けて，工具による掻き上げたケズリ，胴部付近から口縁部までは斜位へのエ具の

ケズリの痕跡が観察される。一部縦位のケズリの痕跡も観察された。口縁部付近は横位ないし斜位

方向へのエ具によるケズリがあり，口縁部に近づけば横位方向のケズリ，口唇部付近は左から右へ

のケズリを指でナデ消した痕跡が観察できる。

胴部の屈曲部付近には，指頭圧痕が最も多くあり，その他の胴部でも，観察された。そのほとん

どが仕上げの段階でエ具によるケズリにより不明瞭ではあるがよく注意して観察すれば確認できる

程度であった。

器形的特徴としては，口縁部が大きく緩やかに外反する形態を星し，頸部から胴部上半部付近に

かけてすぽまり胴部中部では緩やかに膨らみ，胴部下半部では丸みをもちながらすぽまる形態を呈

する士器である。胴部の上位と下位の境界付近は器壁が厚くなり屈鼎部が複数観察され，重複する

部位も確認される。全体形は不明である。

24は23・25~48とは別個体である。 24の施文的特徴は，変形撚糸文が斜位方向に施されている。

23に比べ，口唇部では，一部施文がなく施文にムラがあり丁寧さに欠けるところがあることが観察

できる。器形的特徴としては，口縁部が23に比べ，若干外反しており，頸部では緩やかにかつ，ま

っすぐに立ち上がっている。
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第14図縄文時代早期の11ー 2, IIー 3類土器

49・50は同一個体と考えられる。外面の施文的な特徴は，縦位に変形撚糸文が施されている。内

側の調整は多数の指頭圧痕が施されているが，ナデ調整で仕上げが施されている。 50は，内面で接

合部が2か所確認できる。

51・52は，同一個体と考えられる。外面の調整は変形撚糸文が施された後，擦り消されている。

内側は，丁寧なナデ調整が施されている。

53の外面の施文的特徴は，風化が著しい。縦位に撚糸文が施されている。内面も風化が著しい。

部位については，頸部から胴部上位付近と考えられる。

54の外面の施文的特徴は，土器製作時にかなり表面に水分を含んでいたため，変形撚糸文を施し

た後模様の痕跡が自然に崩れてしまったようである。かろうじて撚糸文が確認できる部分やナデ消

された痕跡を観ることができる。内面は，風化のため，指頭圧痕の痕跡を多数観察できる程度である。

部位については，胴部下位付近と考えられる。

55は， 54とは，胎士，内面の焼成や風化の状態については同一ではあるが，外側の器面の状態か

ら同一個体とするのは難しい。部位については，頸部と考えられる。縦位に変形撚糸文が施されて

いる。
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II -3類土器（第14図）

出土した 2点のみを図化した。 56の外面の施文的特徴は，風化が著しく剥離した部分もある。所々

でナデ消された痕跡があり，撚糸文士器の可能性の高い施文が観察できる。内面は，風化の部分も

あるが，指頭圧痕の痕跡を多数観察できる。

57の外面の施文的特徴は，風化が著しく，小片のため撚糸文の可能性が高い。内側は左から右へ

のケズリの調整が施されている。

m類土器（第15図）

58~60は，同一個体である。円筒で底部から緩やかに外側に開き，途中から垂直に立ち上がる。

施文については，風化が著しいが，山形押型文であると考えられる。

58・59ともに接合できなかっ
窒送笙蓉茫
苧廷密砧公ミ
-・ 咆て

ぞミ..,-
~ 

~ 

一―
沼.,,..._~ 

-~..:, ク

日58 

門5 ， 

．
 
6
 

門
い
日

たが， 58は60の上位部分に位置

し， 59は60の底部付近に位置す

るものと考えられる。

w類土器（第15図）

出土した 5点中 1点を図化し

た。

61は，外面の施文的特徴は士

↑ I I I IS庁 器作成時にエ具による 5条の櫛

第15図縄文時代早期のIII・N類土器 掻き状のハケHが全面に施され

ていた痕跡は確認できるが，風化が著しく，小片のためわずかに観察できる。内面の調整は，ケズ

リが施されている。
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石核（第17図74・75)

出土した層についてはW層から 1点， 11I層からは 1点出土した。 74は，原石を半戟し，剥片を二

面剥ぎ出した石核である。 75は一部自然面を残しているが，剥出面のみられる石核である。

による えられているも る と

137 



-~-~-~ 

贔［贔畠ー`
<::>- <=> 

贔
洲

爪
川
川
川
＞
贔
O

-

_

[

贔
63

A
 
瓜で

67 

-~』こ
＜二二~

68 

I 

ご二二〉

71 

70 

72 

73 

5cm 
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冒 鍔 器種 出土区 翡 長(cmさ) (c輻ml 厚(cmさ) 軍(gさ) 備

製 N 1.5 0.4 0.6 

打 石鏃 E-8 lV 黒曜石 LO 

61 打 石鏃 表 JI 黒曜石 1.7 。.5 L3 

65 打製石 IV 黒曜石 l.8 1 0.3 

66 打製石鏃 E-9 皿 黒曜石 0.4 0.5 

製 E-8 1V 2.8 2.1 0.5 l 8 

打 石鏃 罰 チ 卜 l l.l 0.3 

69 レーパー E-6 N 黒曜石 1.5 。.6 2,3 

70 N 2.2 0.7 

ク E-6 1V 黒曜石 10.0 

72 レーパー E-7 1V 3.4 2.6 0.7 6,9 

ク C-7 N 黒曜石 4.0 l.O 

71 石 核 D-6 N 3.1 21,3 

75 核 E-8 皿 4.6 3.6 

磨 石 D 1V 安ILL岩 230 

77 磨 石 E-7 lV 砂岩 6.5 5.5 4.0 200 
18 
78 磨 石 C-7 溝 安山岩 12.0 11.0 7.5 1390 

79 磨 石 C-7 N 安山岩 12.0 8.3 4.8 610 

80 磨石・敲石 3 T N 砂岩 8.0 4.0 3.3 160 

81 磨石・敲石 E-10 N 安山岩 10.0 8.5 4.7 500 
19 
82 磨石・敲石 E-9 N 安山岩 8.5 8.5 4.5 470 

83 磨石・敲石 E-10 N 安山岩 10.5 8.8 4.6 590 

84 石 皿 E-7 N 安山岩 15.5 10.5 8.5 2200 
20 

安山岩 欠85 石 皿 E-8 N 50.0 23.0 9.0 6800 損

86 石 皿 D-6 N 安山岩 20.0 15.5 6.0 2600 欠 損
21 
87 石 JIIl C-6 N 安山岩 32.6 27.0 4.7 6400 欠 損

第 3表縄文時代早期の石器観察表

144 



第 3節古代・ 中世の調査

1 古代の調査

(1) 土器

埋納須恵器

周辺には古代の遺物は出上していないが， C-8区のIlla層からVI層もしくはVII層まで掘り込ま

れてた士坑の中に須恵器の壺が埋納されていた。士坑は直径25.3cm,深さ約50cmである。壺の復元

口径は約10.8cmある。頸部はしっかりしまっており，肩部の最大幅は17.1cm,底径は10.6cm,高さ

は24.3cmある。重さは1,410g, 須恵器内の埋上の重さは1,590gあった。口縁部は二重口縁を成し，

袋状で大半が欠けている。おそらく意図的に欠いたものと思われる。埋葬に関係する骨蔵器と思わ

れる。

調整は，外面はタタキの後，ナデてタタキを丁寧に梢している。また，左回りに表面をナデた痕

跡があることから，輛櫨を使って作られたものと思われる。内面もT寧なナデ調整が成されている。

色調は，灰青色を呈しているが，胎士や焼成，形状から 9-10世紀頃の熊本県荒尾産の須恵器であ

ろう。

須恵器内の士壌については， X線分析から 2層に分かれていることが確認されたが， H視からは

2層に分かれている状況は確認できなかった。また，士壌中には14C分析からは炭素の含有が確認

された。なお，分析の結果については化学分析の頁を参照していただきたい。

O 5cm 

I I I I I I 

第22図 埋納須恵器の出土状況 第23図埋納須恵器
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第24図 埋納須恵器出土位置図
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第25図 中世の遺構配置図
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1 遺構（道跡・溝状遺構）

道跡（中冊）は， E-10区において発見された。南北へ延びるように幅3m,長さ 9mほどの大

きさがあった。部分的にII層及び1II層が硬化していることから，中世のものと思われる。北側の台

地から南側の谷へ延びていたものと思われる。道の東側と西側にはさらに深く掘り込まれた溝状遺

構が道に沿うように南北に延びていた。

また，調査区の最下段のA-5区から長さ 5mほどの溝状遺構が検出された。道跡と同様の埋士

を含んでいることから，中枇と考えられる。上段の調査区では，幅lmから80cmで南北に約20m東

西に約40mのL字状の溝が検出された。埋上中には，薩摩焼や細かい軽石等が混入していることから，

近世の遺構と思われる。また，現在の畑境に沿っていることから，以前の畑境に関するものの可能

性もある。 D-5区からは，近世の土坑が発見された。埋士は青灰色の腐敗士を星していた。使用

目的は不明である。

~ 

゜
5m 

第26図中世の道跡

第27図 中世の溝状遺構

｀ 
2m 
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第28図 近世の土坑及び溝状遺構
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2 遺物（第29図）

前述のように，中・近枇の包含層は削平が著し<,掲載遺物のほとんどがE-10区及び表土か

らの物である。

89は，復元口縁寵径7.4cmで器高1.8cm,底径5.4cm,90は，復元底径8.6cm,91は，復元口縁径

12.8cmで器高1.6cm,底径10.4cmの上師器でいずれも糸切りによる切り離しである。

92~94は灰褐色を呈し，外面がタタキ，内面がナデによる調整が施された中世の須恵質陶器の

捏ね鉢である。 95と96は，士師質の揺鉢である。

97から99の三点は青磁である。 97は蓮弁文， 99は線描き蓮弁文でともに碗である。 98は，稜花

fil1の口縁部が欠損したもので，畳付は部分的に露胎となる。 100は，染付で施釉は昼付及び高台

内にまで及ぶ。

空 ，
彎
□ ~。 ▽二二

々d訊・,ぃ
．
 ，
 

〗鱈
f
4
.

咋
紗
紺
．’．
ー．，
．．
 苫u・・5

虔
花
．

fl92 
10cm 

ご 〕に《 書／ だ
\—dV 

100 

ヽ
゜

5cm 

第29図 中・近世の出土遺物
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102 

゜
5cm 

第30図近世の出土遺物

近世の遺物は，肥前・薩摩焼の陶磁器の小片が多く，図化し得たのは，第30図の101と102の2点

のみであった。 2点とも細かい貰入のはいる白薩摩で，畳付部分に砂日と思われる若干の細砂粒と

思われるものが観察される。 101は，復元口縁径11.6cmで，器高5.1cm,復元底径が4.6cm,102は，

復元底径が6.2cmあった。

挿図 報告書 層位
法羅(cm)

出土区 種別 器種 部位 胎土 焼成 色調 備考
番号 番号 遺構 口径 底径 器高 古回ム口古回

23 88 E-8 須恵器 宰． 完 形 (10.8) 10.6 24.3 精緻 良 灰 青

89 E-10 皿 土師器 皿 口縁～底部 (7.4) (5.4) 1.8 精緻 良 にぶい橙

90 E-10 皿 土師器 皿 底 部 (8.6) (2.0) 精緻 良 にぶい黄橙

91 E-10 皿 上師器 皿 口縁～底部 (12.8) (10.4) (1.6) 精緻 良 にぶい橙

92 E-8 表土 須恵器 捏鉢 胴 部 精緻 良 暗青灰

93 E-10 皿 須恵器 捏鉢 胴 部 精緻 良 暗青灰

94 E-10 皿 須恵器 捏鉢 胴 部 精緻 良 暗青灰
29 
95 E-10 皿 土師質土器 抽鉢 胴 部 精緻 良 にぶい黄橙

96 E-10 皿 土師質土器 揺鉢 胴 部 精緻 良 黄 橙

97 表土 圭目 磁 碗 口縁部 精緻 良 明 緑

98 表土 圭目 磁 碗 胴 部 5.4 (2.1) 0.7 精緻 良 明 緑

99 E-10 皿 幸目 磁 皿 底 部 精緻 良 明 緑

100 表士 染 付 碗 底 部 5.0 (16) 0.6 精緻 良 明 幸目

101 E-10 Ilb 薩摩焼 碗 口縁～底部 11.6 4.6 5.1 0.7 精緻 良 明灰白色
30 
102 E-10 II 薩摩焼 碗 胴部～底部 6.2 (4.6) 0.8 精緻 良 明灰白色

第4表 古代以降の土器・須恵器・陶磁器観察表
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古代

1 遺物

鹿児島県の古代の骨蔵器は約60か所で発見されている。その 8割が須恵器製である。ただし，

出土状況の復元できるものは10例にも満たない。発掘調査による出上は，本遺跡のほか鹿児島市

谷山弓場城遺跡，財部町財部城ヶ尾遺跡，南さつま市白樫野遺跡，薩摩川内市屋形ヶ原遺跡など

である。したがって，本遺跡の骨蔵器は出士状況の明らかな貴重な資料といえる。

器形としては，左右対称でなく，若干斜位になり変形して歪な形状を呈しているが，二重口縁
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遺物も少量ではあるが出士した。

参考文献

松田朝由・上床真2005「鹿児島県内の骨蔵器」『財部城ヶ尾遺跡」鹿児島県立埋蔵文化財センター報告書(90)
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黒川忠広2002『南九州貝殻文系土器1 鹿児島県』南九州縄文研究会
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3MVタンデム加速器をベースとし

を使用する。 134個の試料が装填できる。測定では，米国国立標準局 (NIST)から提供されたシ

ュウ酸 (HOxII) を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施

する。また，加速器により 13c厄Cの測定も同時に行う。

(6) 算出方法

1)年代値の算出には， Libbyの半減期5568年を使用した。

2)BP年代値は，過去において大気中の14C濃度が一定であったと仮定して測定された， 1950年を基

準年として遡る14c年代である。
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くの場合， l五1位休補正をしない］℃に相当する

考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

よく と と

14C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として， pMC(percent Modern Carbon)が

よく使われており，△14cとの関係は次のようになる。

幻 C=(pMC/100-1) x 1000 (%。）

pMC=△ 14C/10 + 100 (%) 

国際的な取り決めにより，この△14cあるいはpMCにより，放射性炭素年代 (Conventional

Radiocarbon Age; yrBP)が次のように計算される。
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Radiocarbon 

, 125-130 

Radiocarbon 

355-363 

J. 

Rc1diocarbon 

2001 

age 

Radiocarbon 16, 1029-1058 

試

取場所：鹿児島県薩磨川内市都町6646-4

都原遺跡

料形態：炭化物

試料名（番号）

（参考）

#1826-1 

炉 Cの補正無し

IAAA-70710 I試料採取場所：鹿児島県薩摩川内市都町6646-4

都原遺跡

試料形態：炭化物

試料名（番号）： No.9 

（参考）

#1826-2 

J13Cの補正無し

ol4C(知） = -155.9 土 3.0 

pMC(%) ＝ 84.41 土 0.30 

Age(yrBP) 1,360 士 30 

Libby Age (yrBP) 3,590 士 30 

炉C(%。)、（加速器）＝ー24.60 土 0.95 

△ 14C(%。) = -360.0 土 2.7 

pMC(%) ＝ 64.00 土 0.27 

bl4C(協） = -359.5 士 2.4 

pMC(%) 64.05 土 0.24 

Age(yrBP) 3,580 土 30 
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